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鳴門教育大学小学校英語教育センター紀要　第４号,  1−6,  2013
        表２ 小学校英語研究開発校の「目的・目標」の類型化  
第１類型 英語学習としての小学校英語教育 
 第２類型 国際理解教育，異文化理解教育としての小学校英語教育 














































   












        図２ 小学校英語教育の今後（読売新聞,2013c） 
 
では，この教科化決定とも受け取れる記事に対して，文科省はどのように答えて



































    外国語活動 
・必修化 
・授業は週１～２回 
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2011年（平 23） 「外国語活動」が必修化され，高学年で週１時間本格実施され始めた。 
2012年（平 24） 『英語ノート』に代わる新共通教材『Hi,friends!』が発行された。 
2013年（平 25） 
 









10 月 25 日，下村文部科学大臣は，文科省の定例記者会見で「今年の６月
から英語教育に関する検討チームを立ち上げ，小学校から高校までの英語
教育のあり方について検討を進めている」と発言した。 
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